
 

 

                           201５年１０月１６日 

                       No. １７  

 

 

 

10 月 5 日、隅田川駅第６門（出入口門）において、公衆と関連会社

が運行するトラックとの人身死亡事故が発生しました。当該箇所は、

以前から公衆とトラックの接触の危険を会社に指摘し、交通信号機の

設置を求めていました。中央

本部は、ＪＲ貨物の安全問題

と捉え、「隅田川駅第６号門

における人身事故に対する

申し入れ」を提出しました。

早急に交渉を行います。 

鉄道の職場は危険が多く、

命にかかわる事故や事象は

いつ起きても不思議ではあ

りません。組合員の命を守る

ことと、安全を追求する企業

風土と職場環境をつくるこ

とは労使共通の課題である

ことから、ＪＲ貨物労組は会

社との議論を積み重ねます。 


